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要約 

発達障害の子どもを持つ親や家族に対する支援の一つとして，心理教育なペアレントトレーニングがあり，

本邦でも広く導入されるようになっている。一方，親のストレスやメンタルヘルスに働きかけるアプローチ

の重要性も報告されている。いずれも，親自身のエンパワメントに資するものと考えられる。そこで，本研

究ではストレスマネジメントを取り入れたペアレントトレーニングを実践し，エンパワメントの視点から支

援の効果を検討した。セッションが 5 回から 7 回のペアレントグループを 3 期にわたって実施した。参加者

は各グループ 6 名，計 18 名の発達障害の子どもをもつ母親であった。その結果，短期プログラムであって

も，子育て負担感の減少など一定の効果があり，エンパワメントのプロセスが窺える語りも得られた。 
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I 問題と目的 

障害のある子どもの親のストレス，育児困難感，

あるいは不安が健常児の親のそれより高いこと，

障害種によるストレスの特徴があること，発達障

害児の母親の抑うつ傾向が高いことは，数多くの

研究で指摘されてきた（原, 2010; 眞野ら,2007；

Norvilitisら,2002；芳賀,2006）。筆者が行った研

究調査からも，LD・ADHD・広汎性発達障害等

の子どもの親のメンタルヘルスの特徴として，母

親の精神的疲労感は標準値や父親の値に比し著し

く高く，さらに母のメンタルヘルスは子どもの

QOLと直接的に関係していることが示された（篁，

2012a）。 

親支援のアプローチとして，本邦でも広く導入

されるようになり，その有用性も報告されている

のが，親に対して心理教育を行うペアレントトレ

ーニングである（上林, 2001）。しかし，指導され

たように上手く子どもと関われないことで，親の

不安や苛立ち，ストレスがかえって高まるという，

このような療育・教育的プログラムの課題を指摘

する報告もある（久蔵ら, 2007）。 

他方，親のストレス低減にソーシャルサポート

が役立つということも認められ（北川ら,1995；

宋ら,2006），親の自己管理やストレスマネジメン

ト力を高める試みも行われている（高山，2014）。 

このように親支援の方法や内容が多様化する中，

その過程で，親は専門家にトレーニングされるの

ではなく，親自身が主体的に支援や介入を選択し，

さらに開拓していくことが確認された（中田，

2009 ；篁，2012b）。このプロセスはエンパワメ
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ントの概念を用いて理解される。 

エンパワメントとは，ソーシャルサポートを通

して，人が本来備わっている強さをいかし，自ら

の生活を通して自らの問題を自ら解決し，生活を

コントロールしていける力を得ることである（障

害保健福祉研究情報システム，2013）。井上ら

（2006）は「エンパワメント」を①抑圧を内面化

しpowerlessになった個人をエンパワメントする

側面， ②人々を抑圧している環境に対してエンパ

ワメントする側面，③ 個人が環境に対して働きか

けることができるようエンパワメントする側面の，

3 つの側面に分け，心理療法場面は主に①に③が

連動していくプロセスであると説明している。 

本研究では，支援の方法としてペアレントトレ

ーニングにストレスマネジメントを取り入れたプ

ログラムを実践し，エンパワメントの視点から支

援の効果を検討することを目的とする。 

なお本論は，子どもへのソーシャルスキルトレ

ーニングを併行して行った研究全体の中から，親

支援の実践を報告するものである。 

 

Ⅱ 方法 

1．対象 

 1）参加者の要件 

 自閉症スぺクトラム障害（以下 ASD），学習障

害（以下LD），注意欠如多動性障害（以下，ADHD）

等の診断を有し，小学校３年生から５年生で，通

常の学級に在籍する子どもを持つ母親を対象とし

た。子どもの年齢設定は，並行して実施された子

どものソーシャルスキルトレーニングへの参加条

件に因むものである。 

参加者の要件として，心身ともに治療を要する

ような状態になく，グループ参加により利益を得

ると予想されることとした。具体的には，事前に

面接とWHO SUBI（大野ら，2001）質問紙を実

施し，参加の是非を検討した。その結果，グルー

ププログラムへの参加は不適と判断した事例が 1

例あり，個別に対応することとした。 

2）参加者の抽出 

開始時期の約 2 か月前より研究会 HP，チラシ

等で参加者を募集した。参加希望者とのやり取り

はメールで行い，事前面談を設定した。そして，

参加者からは研究への参加協力について書面にて

承諾を得た。 

 

2．プログラムの実施と内容 

1）実施方法・構造 

第1期Xグループは全5回の短期とし，第2期

Yグループと第3期Ｚグループは全7回のプログ

ラムとした。また，X グループは親のプログラム

のみを実施した一方，YグループとZグループは

子どものSSTが並行して実施された。いずれのグ

ループも6名を定員とした。 

 2）実施時期と場所 

2015年1月～12月の間に3期とも，土曜日の

午後に隔週で開催された。場所はお茶の水女子大

学心理臨床相談センターである。 

3）プログラム内容 

プログラムは主としてペアレントトレーニング

とストレスマネジメントで構成された。ペアレン

トトレーニングは発達障害全般，特に ADHD を

対象として利用されている通称「精研式」（上林ら，

2009）および「奈良式」（岩永ら，2012）を参考

に作成した。 

ストレスマネジメントは，ADHDの親を対象と

した高山（2014）を参考にし，母親自身のストレ

スや人生脚本についての気づきを促す内容を取り

入れた。加えて，筋弛緩法や自律訓練法をリラク

ゼーション法としてプログラムに組み入れた。プ

ログラムの内容を表1に示す。 

プログラムの各セッションは，90分とした。セ

ッションは宿題の発表と共有，その日のテーマに

関する講義とロールプレイ，休憩を挟んでストレ

スマネジメントの講義・体験，最後にまめと振り

返りという流れで進められた（図1）。 

4）プログラム実施者 
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プログラムの計画と実施は臨床心理士3名と大

学院生 1 名で行った。1 名（第一著者）がグルー

プリーダーを担い，他の3名は主にロールプレイ，

記録，参加者との連絡を担当した。 

3．プログラムの評価方法 

親プログラムの評価は，図2に示すように開始

前と終了直後に3つの指標を，終了後にプログラ

ム評価アンケート調査を用いて行った。3 つの指

標は，①「育児負担感」（中嶋ら,1999），②家族

のエンパワメントを測定する「 Family 

Empowerment Scale 日本語版」（以下，FES）（湧

水ら,2010）の家庭領域，③親が評価する子ども

の「家庭における社会的スキル尺度」（戸ヶ崎・坂

野,1997）である。また，④プログラム評価アン

ケートでは，「発達障害の理解」「子どもの行動の

理解」「対応の仕方」「自分自身の理解」「ストレス

マネジメント」の 5 領域における「期待度」「満

足度」「理解・習得度」について，5件法と自由記

述で回答を求めた。 

なお，本研究はお茶の水女子大学研究倫理委員

会の承認（第2014－84号）を得て開始した。 

  

Xグループ Y・Zグループ

# 1 オリエンテーション＆発達障害の理解 オリエンテーション＆発達障害の理解

2 子どもの行動の理解と 子どもの行動の理解と分類 と
自己の関わりの気づき 自己の関わりスタイルへの気づき

3 子どもの好ましくない行動への対処①と 子どもの好ましくない行動への対処①と

ストレスマネジメント① 親のストレスマネジメント①

4 子どもの好ましくない行動への対処②と 子どもの好ましくない行動への対処②と

ストレスマネジメント② 親のストレスマネジメント②

5 子どもへの効果的な指示の出し方と 子どもへの効果的な指示の出し方①と

エンパワメント 親のストレスマネジメント③

6 － 子どもへの効果的な指示の出し方②と

親のストレスマネジメント④

7 － 子どもと親のエンパワメントと

振り返り

表1．プログラムの内容

 

 

【プログラム開始前】 【プログラム終了後】

図1．プログラム評価方法

①育児負担感
②FES（Family Empowerment Scale）
③家庭における社会的スキル ⽐較

①育児負担感
②FES（Family Empowerment Scale）
③家庭における社会的スキル

④プログラム評価アンケート
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10分 20分 25分 10分 20分 5分

図2．各セッションの構造

開
始

終
了〈宿題発表

と共有〉
〈宿題のまとめ

と解説〉
〈ペアトレ講義と
ロールプレイ〉

〈休憩〉
〈ストマネ講義と実

習〉
〈まとめと振
り返り〉

 

Ⅲ 結果 

1．参加者のプロフィール 

 1）参加者の概要 

開始時期の異なる3つのグループに参加したの

は計 18 名である。参加者の概要を表 2 に示す。

母親の年齢，子どもの年齢において3つのグルー

プに有意な差はなかった。なお，X グループには

1 名の参加者は双胎の子どもをもつため，子ども

の人数が7名となった。グループ間に母親の年齢，

子どもの年齢の差はみられなかった。 

 

Xｸﾞﾙｰﾌﾟ Yｸﾞﾙｰﾌﾟ Zｸﾞﾙｰﾌﾟ
参加人数 6 6 6
年齢（平均） 43.2歳 41.5歳 41.0歳
当該児の年齢 9.0歳 9.5歳 9.2歳

　　　男／女 7/0 5/1 4/2
診断名

ASD 3 5 5
ADHD 3 1

LD 1 1

表2　参加者の概要

  

2）参加者の特徴 

健康度を測る質問紙「SUBI」では，参加者の

うち 1 人（6％）は心の健康度が低く，疲労度が

高い要注意域，9 人（50％）は健康度と疲労度と

もに注意域，8 人（44％）は心の健康度は高く疲

労度は低い域に位置した。 

2．質問紙による効果の検討 

プログラムの効果を検討するため事前事後の比

較を行った。 

3 つの質問紙（図 1 の ①,②,③）について，ウ

ィルコクソンの符号付順位検定を用い，プログラ

ム開始前（事前）と終了時（事後）の値の変化を

検討した。 

①「育児負担感」では，全体得点および下位尺

度「社会的活動の制限」において前後で差は見ら

れず（ z= -1.625, p=.104,  z=₋.792, p= 428），「否

定的感情の認知」では有意差が認められ，全体の

値が有意に減少した（z=-1.99, p<.05）（図3）。 

8.3

6.9

9.5

7.8
7.1

5.9

0
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10

事前 事後

（点）

図3．育児負担感

「否定的感情の認知」の変化

全体

Xｸﾞﾙｰﾌﾟ

Y・Zｸﾞﾙｰﾌﾟ
＊p<.05

＊

 また，②「FES」では，参加者全体の値が有意

に増加した（z=-2.46, p<.05）（図4）。 
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図4．FESの変化

全体

Xｸﾞﾙｰﾌﾟ

Y・Zｸﾞﾙｰﾌﾟ
＊p<.05

＊
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③「家庭における社会的スキル尺度」は，SSTを

同時並行で実施した Y・Z グループでは事前より

事後の値が有意に増加した（z=-2.85, p<.01）（図

5）。親に対するペアトレのみを行ったXグループ

では，有意差は見られなかった。 
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図5．家庭における社会的スキル

の変化

Xｸﾞﾙｰﾌﾟ

Y・Zｸﾞﾙｰﾌﾟ

＊

＊p <.05

   3．プログラム評価アンケート 

次に，プログラム評価アンケート（図1の④）

にみられた参加者の変化について検討を行った。

「障害の理解」「行動の理解」「対応の仕方」「自己

理解」「ストレスマネジメント」の全 5 領域にお

いて，期待度と満足度の値に差はみられなかった。

すなわち，期待した程度にはプログラムは満足の

行くものだったと考えられる。ただし，「対応の仕

方」のみ，満足度が期待度を下回っていた。 

自由記述の回答は，主に参加者同士の交流，子

どもへの対応，自分自身への気づきの3つの領域

にまとめられた（表3）。さらに，その関係を捉え

て参加者の心理的変容を仮説的に図 6 に表した。

子どもの育ちや自身の子育てに不安や自信のなさ

を感じる反面，「なんとかなる」という気持ちが母

を支えていることが窺われた。 

 

 

 

 

表3　参加者の自由記述
＜参加者同士の交流＞

・「自分だけじゃない」とわかった

・子どもについて安心して話せた

・情報共有やアドバイスをもらえた

・他の人の対応が参考になった

＜子どもへの対応について＞

・ほめられるようになった

・待てるようになった

・対応の仕方の指標ができた

・冷静に対処できるようになった

＜自分自身への気づき＞

・肩の力を抜くことの大切さを知った

・子どもの見方が変わった

・イライラすることが減った

・子どもの気持ちが理解できるようになった

・宿題によって自分のかかわりを見直すことがで
きた
・自分の気持ちをコントロールすることの大切さ
がわかった  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図6. プログラムを通しての母親の体験 

 

Ⅳ 考察 

1．ペアレントトレーニング＆ストレスマネジ

メントとエンパワメント 

参加者全体的に，プログラムを通して子育て負

担感，特に子育てにおける「否定的感情」が減じ，

家庭領域におけるエンパワメントを評価する値は
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上昇した。また，自由記述では，プログラムが安

心する場を提供し，情報のみならず悩みを共有で

きる場となり，肩の力を抜きながら自己理解が進

み，さらに子どもの見方が変わり，問題への対処

や工夫をいくらかできるようになる。自分自身を

振り返る機会となり，漠然とした自分と現実に対

する安心感「なんとかなる」がみられ，エンパワ

メントの過程にあることが示唆された。井上ら

（2006）の言う，個の内面でエンパワメントする

側面と，さらに環境（子どもや周囲を含む）への

新たな働きかけができるようになる側面が参加者

の中にも生起しているとみられる。 

 今回のような短期プログラムからどの程度の効

果が期待できるのか、議論はあるが，中田（2010）

の５回の短縮版プログラムの効果検討においても， 

子どもへの対応の理解，学習内容の実践，参加

者の精神的安定などの効果が認められたとしてい

る。ただし，介入後，時間が経過してからの評価

を加えて検討しなければ，プログラムの効果は判

断できないだろう。 

2．親子同時並行について 

子どもの SST を並行して行ったグループとペ

アトレ単独のグループの比較を行ったところ，家

庭での子どもの社会的スキルについての親の評価

は，予想通り SST を行った 2 グループにおいて

有意に上昇した。自由記述でも，親子関係の好転

を示す記述がみられ，プログラムを同時並行で行

うことの効果は期待できる。 

 その一方，育児負担感やエンパワメントの変化

においてはペアトレ単独群と SST 並行群の間で

差はみられなかったことから，子ども支援が直接

的に親のエンパワメントに効果をもつとは言えな

い可能性が示された。これは言い換えれば，親へ

の直接的介入の必要性を意味することと考えれる。 

3．今後の課題 

本実践では，子どもの対応に変化があったとす

る親の語りがみられるものの，プログラムに対す

る期待には応えられていないことが示唆された。

理由として，子どもの行動理解についてのプログ

ラムの内容が，参加者の子どもの多くが診断され

ていた ASD という障害に十分対応できなかった

点が考えられる。 

さらに，対象者の体験は多様であるため，人数

を増やして，プログラムと親のエンパワメントと

の関係を精緻に検討していく必要がある。 

また，我が国では母親を対象とする介入プログ

ラムが大半であるが，両親を対象とするプログラ

ムこそ，ペアレントトレーニングの原型であるこ

とからも，父親の参加が父親自身，並びに母親と

家族の変化に，どう関わっていくのかも検討して

いく必要があるだろう。 

 

＜付記＞本研究は科学研究費助成事業基盤研究（C）（課

題番号25380920）の下で行った。 
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